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福島県新地町において地域エネルギーマネジメントを導入し
た環境配慮型の復興まちづくりを支援

エネルギーに関する国民の関心や政策課題・研究課題の変化

地球温暖化対策
夏季ピーク時の節電啓発
原発再稼働問題
災害時の安定供給
再生可能エネルギー固定価格買い取り制度
電力小売り自由化 etc.

重要課題：地域分散型の需給構造、需要側・供給側の一体型
マネジメント、地域の再生可能エネルギー導入

はじめに
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・内閣府「環境未来都市」に選定（2011年12月）
→ 国立環境研究所と「連携・協力に関する基本協定」を締結

・経産省「スマートコミュニティ導入促進事業」採択（2017年1月）

・福島県「イノベーションコースト実用化開発事業」採択（2018年11月）



協力世帯

地域交通支援
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スマート・
ハイブリッド

センター

協力世帯

エネルギー見える化支援

省エネ行動支援

地域情報

環境未来都市 新地町「スマートハイブリッドタウン構想」（2011年12月）

情報通信技術を活用した
復興コミュニティ生活支援手法の開発

エネルギーモニタリングによる
社会実証実験

高齢者くらし支援

学校

公共施設

利用実態

既設の太陽光
パネル

太陽光パネル
発電量

石炭火力
発電所

太陽熱

野菜工場

ＬＮＧ基地

工場群

地域産業
エネルギー

センター

産業や農業の
モニタリング
情報を集積

熱供給施設

熱・CO2

工場群

新地駅前再開発地区
における電熱併給

コージェネ管理システム

地域エネルギーセンター

省エネ
キャンペーン

情報通信ネットワークによる地域エネルギーシステム計画への貢献

災害情報
行政情報
地域情報マップ
アンケート機能
地域掲示板

情報共有支援

 国立環境研究所において地域ICTシステム「新地くらしアシストシステム」を
開発、約100世帯で社会実証実験
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役場

地域エネルギーアシスト

電力計測器：計測した電
力使用量を定期的にタブ
レットに発信

分
電
盤

消費電力
見える化

省エネ
キャンペーン

生活アシスト
情報共有アシスト

災害情報

行政情報

運動情報

掲示板

地域情報
マップ

アンケート
機能

端末の通信機
能により、生活
に役立つ情報
を受信

受信と発信の双方向コミュ
ニケーションを活用した復興
まちづくりを支援

「電子回覧板」機能

利用者が地図
上に様々な情
報を発信

住民の意見を調
査、施策に迅速
に反映

消費電力をリアルタイム表示

上位世帯には特典を設け、家
庭での省エネ行動を推進

イベント
情報

住民間の
情報の共有を促
進

新地くらしアシストシステムの各機能の概要
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電力モニタリング結果の活用

電力データを用いた家庭の電力消費量の推計手法の開発

節電実験による電力需要コントロールの可能性の検討

• くらしアシストシステムを活用し、モニターとのコ
ミュニケーションを重視した双方向型の節電実験
を計6回実施

• 前週の電力消費量に対する節電率を競う

• 経済的インセンティブ：地域店舗で使える商品券

• 情報介入：世帯ごとの省エネアドバイスレポート

配布した省エネアドバイスレポート例

• モニタリングデータを利用し、新地
町の電力消費特性を解析

• 統計学的手法と工学的手法を用
いて比較的高い精度で家庭の電
力消費量を推計

推計値 測定値

• 最大で2.86％の節電効果を確認

• より効果的な手法を検証する実験を継続予定

新地くらしアシストシステムによる研究展開
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Shiraki et al. Energy(2016)



情報発信と省エネ行動支援
季節別の経年的
な電力消費傾向

経年変化
の分析

エアコン利
用状況

住民向け成果報告会を開催
(2018年6月、新地町役場)

全モニター世帯に冬の暖房に
関するアドバイス情報を送付

全モニター世帯
を対象として省エ
ネ診断を行い、
個別アドバイスレ
ポートを送付

電力データ解析研究の地域展開と社会出力

電力消費データ分析と水平展開

電力気温応度の分析 気象シミュレーション

電力モニタリングデータを解析し広域的な電力需要予測
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→地域エネルギー事業導入ポテンシャルの評価に活用予定



【先進性】①LNGを地元で活かす地域エネルギーシステム
②業務、住宅、農業の複合立地により熱・電バランスの最適化
③情報通信システムによる熱電の需給制御） 野菜工場

3-10ha

温浴施設
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ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

戸建て住宅 戸建て住宅

LNG基地

複合商業
施設

集合住宅(寮)

熱導管
情報通信
電気

CO2供給

スマートメーター

CO2

サイネージ

サイネージ

新地町役場

サイネージ

ＤＲイベント
参加状況の確認

デマンドレスポンス信号

ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

発電機
蓄熱装置

CEMS ※

※ CEMS：Community Energy Management System

電力や熱の
使用量を
チェック、需
要の制御

スマートコミュニティ導入促進事業（2016年度～）

「地産地消型エネルギー利用を核とした復興まちづくり事業」



新地エネルギーセンター建設状況 Oct. 2018
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新地駅周辺の市街地復興整備と新地エネルギーセンター

新地駅周辺地域におけるエネルギー供給計画

• 「新地スマートエナジー株式会社」設立
• 新地エネルギーセンターの施工完了（2018年11月）
• 2019年3月から駅周辺地域への電力・熱供給を開始

地域エネルギーセンターの主要設備

新地エネルギーセンター外観

制御室（マネジメント端末）ガスコージェネレーション 吸収式冷温水器（ジェネリンク） 太陽光発電パネル



サブテーマ１．先導的モデル事業のデータ解析によるAI
活用の地域エネルギー制御システムの開発

（１）先導モデル事業のデータ解析による高精度エネルギー特性解析システム
（２）地域のエネルギー高効率マネジメントに活用する将来需要推定システム
（３）熱電の受給制御による地域最適エネルギーマネジメントシステム開発
（４）トリジェネ等の地域エネルギーの複合イノベーション技術開発
（５）住宅・建物のHEMS・BEMSサービスコンテンツの開発

サブテーマ２．地域エネルギー事業を拠点とする地域
復興・統合まちづくりシナリオ設計システムの開発

（１）地域特性を踏まえた地域エネルギー将来ポテンシャルの解析
（２）地域エネルギー事業を活用する都市マネジメントシナリオシステム
（３）地域エネルギーを活用する産業共生ネットワーク解析システム
（４）地域住民・事業者が参画する対話型合意形成プロセス
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分
電
盤

エネルギー
消費

電力計測機器

地域エネルギー事業を中核とする新たな復興・まちづくりを実現するための汎用型の
計画・評価システムを開発・実証する新規の技術開発研究を開始

→他の自治体へ展開するプロセスモデルの開発・実用化を目標とする

イノベーションコースト地域復興実用化開発等促進事業

「汎用型地域エネルギーマネジメントシステムの設計と復興・まちづくり
計画・評価システムの開発」 （2018.11～）
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サブテーマ１．先導的モデル事業のデータ解析によるAI活用の
地域エネルギー制御システムの開発 【2018年度の成果】

データ取得

基本解析

データ
スクリｰニング

実測データ データ解析

予測結果

データ解析

予測用データ

予測制度検
証

データ取得

データ
基本解析

データスクリーニング

需要予測

分析対象データを取得

取得データに対し、基礎的な分析を実施
電力使用傾向により分類、ロードプロファイル作成

データ内容の確認、異常値・欠測値
に関する対処など

クラスタリング等の手法で類似ロー
ドカーブ毎に分類

AI,深層学習を用いて類似ロード
カーブ毎に学習データを用いて予
測モデルを作成

予測モデルに予測用データを適用
し予測制度を確認

先行して導入したHEMS機器から測定された電力モニタリングデータ活用し、世帯属
性や保有機器、住居情報等とエネルギー消費量とを結びつけた解析システム

気温感応度分析

日平均気温

正
規
化
電
力
消
費

業種別地域トータルトレンド分析

電力
計測器

分電盤

住宅に設置した電力計測器

→ エネルギー需要特性の実態把握と住民への「見える化」
→ 地域エネルギー事業において利用できる需要予測手法を構築

- 気温感応度分析
- 回帰分析による予測モデル構築

ピークカット、ピーク
シフトを含むDR導
入の可能性検討



熱電の需給制御による地域最適エネルギーマネジメントシステム開発

■地域エネルギーマネジメントの最適化システムフロー構築と

実装の検討

予測

【予測結果】
• 需要家(ビル)熱負荷予測
• 需要家(ビル)電力量予測
• 需要家(住宅)電力量予測
• 再エネ発電量予測

パラメータ入力

【最適化パラメータ】
• 熱源機の台数制御パターン
• 熱源機・発電設備の発停
• 蓄熱システムの蓄放熱スケジュール
• 蓄電設備の蓄放電スケジュール
• 冷温水の送水温度

負荷予測
システム

最適化 最適パラメータ

予測
熱源・発電設備

電力量予測

インプット
パラメータ

ヒストリカルDB

【パラメータ実績値】
※下記の最適化パラメータの実績値

実績値
(教師データ)

【実績値】
• 電力量(熱源、空調、照明、等)
• 熱負荷
• 再エネ発電量
• 気象条件

(温湿度・日射量・風速・風向)

学習 予測モデル

2

データ収集

1

エリア統合
電力量予測

(外部調達量)

4

5

気象予報
サービス

• 気象予測
(温湿度・日射量・風速・風向)

3

発電事業者
卸取引市場
バランシングG

• 電力単価

実績値を用いて、パラメータとの相関学習により予測モデル
を構築。インプットパラメータと予測値において、ランダム
変動し最適な組み合わせを導き出し、電力予測値を算定する。

サブテーマ１．先導的モデル事業のデータ解析によるAI活用の
地域エネルギー制御システムの開発 【2019年度の計画】
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解析情報提供

データ収集
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人
口

通
勤
者
数

純移動

出生率

生残率

移動調整
前人口

農業・
製造業等

商業・
サービス業等

商業・
サービス業等

農業・
製造業等

域内→域外域内→域内

域外→域内

前期
人口

居住人口

350 300 250 200 150 100 50 0 50 100 150 200 250 300

00_04

05_09

10_14

15_19

20_24

25_29

30_34

35_39

40_44

45_49

50_54

55_59

60_64

65_69

70_74

75_79

80_84

85_Over

女性 男性

仙台市

新地町

相馬市

南相馬市

他福島県

他宮城県

1860

224

782

38

19

23

その他
4

仙南+
436

仙台市

新地町

相馬市

南相馬市

仙南+

他福島県

他宮城県

1860

259

1086

39

436

173

10

その他
18

産業の労働需要から雇用を求める

人口に見合う
生産額を求める

産業誘致・農業
振興施策等から
想定する

域外への通勤、町外からの通勤を含む通
勤パターンを推計する

雇用と前期の人口、出
生・死亡要因から居住
人口を求める

地域統合評価モデル（福島AIM）

人口・地域経済モデル
土地利用モデル

土地利用制約

生態系・環境影
響評価モデル

生態系資源活用
ポテンシャル
（森林等）

気候変動
影響・適応モデル

農業影響
適応策効果

地域交通
モデル

交通需要
公共交通整備

廃棄物処理
モデル

資源循環利用
エネルギー回収

地域エネルギー
需給モデル

エネルギー技術
CO2排出量

地域統合評価モデルは様々なモデル間での連携により持続可能な地域の将来像を構築する。
人口・経済モデルでは産業の波及効果や域外との通勤も考慮し、産業・雇用・人口へ施策
効果の分析も行う。
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サブテーマ２． 地域エネルギー事業を拠点とする地域復興・
統合まちづくりシナリオ設計システムの開発 【2018年度の成果】



地域住民・事業者が参画する対話型合意形成プロセス

2018 11-準備・協議

未来ビジョン検討会立ち上げ

2019 1.7
準備会合

2019 2.5
第1回未来
ビジョン検討会

2019 2.26
第２回未来
ビジョン検討会

2019 4.25（予定） 未来ビジョン検討会議での協議→町長に報告

・庁内体制の協議、企業等調整

・会議の方針、スケジュール協議
・重点的な検討分野の協議、選定
・参加メンバーの協議

2018 11.9 検討会議の立ち上げ協議

・なりゆき未来ｼﾅﾘｵ算定結果協議

・地域産業の将来可能性（ｽﾏｰﾄｱｸﾞ
ﾘ、ｴﾈﾙｷﾞｰまちづくり観光等）
・SDGs未来シナリオ

・農業・産業・観光・エネルギーの
発展復興の未来シナリオ算定
・主要な施策・技術の効果算定

・主要なシナリオテーマの同定
・地域特性の将来動向解析定

・持続可能な未来ｼﾅﾘｵの協議
・SDGs未来都市の協議
・総合計画検討の展開 等
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サブテーマ２． 地域エネルギー事業を拠点とする地域復興・
統合まちづくりシナリオ設計システムの開発 【2018年度の成果】

・なりゆき（BAU）の未来シナリオ
・主要な施策・技術の効果算定
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六次産業化
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子育て支援

産業誘致の継続

0
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・未来シナリオモデルのカスタマイズ
・地域データ収集・更新⇐新地町



将来地域循環共生シナリオ設計
定性的な環境成長ストーリーと定量
化の方針設計 Narrative Story

シナリオ情報の定量
データ構築

地域AIMによる
シナリオ計算

福島地域AIM
モデル開発更新

地域データベース
・人口（500mメッシュ）
・産業（500mメッシュ）
<2010年、2015年>

データの予備
収集済

規格
設計
済

シナリオの社会経済情報、
技術情報の定量化、根拠
資料の体系的収集、

シミュレー
ション計算

地方自治体・
企業との協
議；ステイク
ホルダー会合
デザイン

空間情報等地域
ニーズへの対応

が必要

・BAU；人口回復前現状
・通常復興；通常産業立地
・再生技術シナリオ
・再生未来技術シナリオ
・再生技術社会シナリオ 等

環境省・自治体・関係者との情報
共有

双方型の対話機会

サブテーマ２． 地域エネルギー事業を拠点とする地域復興・
統合まちづくりシナリオ設計システムの開発 【2019年度の計画】
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地域統合評価モデル
（福島AIM）

国環研が担当
環境省担当者

地方自治体との協議

地域AIMモデルの運用
＊福島自治体データについては構築済み



協定
協働

ｴﾈﾙｷﾞｰ
事業者

自治体 自治体

・・・

地域エネルギー
コンサルティング
ベンチャー

クライアント

国立環境
研究所

シミュレーション
ツール

・シミュレーションツールの開発
→コンサルティングベンチャーに提供
・環境エネルギｰ/まちづくり政策情報
・ツールの改善、カスタマイズ

新地町 出資
協働

ベンチャー事業
の運営主体

ツールの提供
国立環境研の役割

新地スマート
エナジー

〇エネルギー技術情報の更新
〇シミュレーションツールの実用改善
〇エネルギー事業ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ情報提供
〇事業ガバナンス、ﾌｧｲﾅﾝｽ情報提供
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展開①新地町から定式化する地域エネルギーコンサルティングシステム

〇コンサルティングビジネスの実施
・地域エネルギー診断
・将来エネルギー需要推計
・エネルギーシステム計画支援
・ まちづくりによる波及効果分析

〇ツール入力情報の加工、記述的
（Narrative）計画を対話型で作成

〇関係主体協議機会の提供

新地スマートエナジーの役割



ピーク時は
DR信号を
送信

電気自動車
による需給
バランス調整
（検討中）

スマートアグリ
（トリジェネ検討）

風力発電

新地エネルギーセンター

LNGコージェネレーションCEMS

電力需要量、発電量のバランスから
ピーク/オフピークのバランス判定

電力需要、熱需要、
再生可能エネル
ギー発電量を予測

系統電力

需給予測に
応じてDR信
号を送信

スポーツ施設

新地駅前カーシェアリング
（検討中）

温浴施設・ホテル

文化交流センター

複合商業施設

電力（自営線）
温水
冷水
CO2
DR信号

複数の建物群で効率的なエネルギーマネジメントを可能にする需給制御プロセス

展開②復興を促進するSociety5.0技術社会システムの将来展開の検討
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不足分を買電
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期待される成果と波及効果

●開発されるシステムによって、比較的人口密度の低い地域においても地域

エネルギー事業を導入し、CO2削減効果および経済効果の評価と、長期的

な都市計画により拡大を検討することが可能。

●技術開発の成果が活用されることで地域エネルギー供給の事業評価と計

画立案が可能になり、地域エネルギー会社の新規設立やエネルギー拠点

立地等を促進。

●浜通り地域をはじめとする複数の場所でエネルギー事業やエネルギー拠点

を実現して、さらなる再生可能エネルギーの需要、地域エネルギー事業を核

としたまちづくりを促進。

●国際的にもエネルギー先進地域としての注目を集め、さらなる人材や技術

の集積と交流人口の増加、地域活性化。

目標成果
・地域最適エネルギーマネジメントシステム構築
・トリジェネ及び複合イノベーション技術開発
・住宅・建物のエネルギーマネジメントと消費量の見える化
・地域エネルギー事業を核とする総合的まちづくりコンサルティング



ありがとうございました


